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２．国際産学連携 日本―スウェーデン共同研究 本年の目標及び計画概要 

本研究は、活力ある高齢社会の実現に向けて、国際連携型リビングラボを自立的かつ実

効的に創造、展開していくことを目的とする。 

平成２９年度は、一般社団法人高齢社会共創センターを立ち上げ、リビングラボをセン

ターの一事業として位置付ける。その中で鎌倉リビングラボ活動の“ビジネスモデル”と“検

証モデル”を構築することを目的とし、運営体制を維持、発展させながら、産学官民が参加

する具体的な共創活動を継続的に実践する。また、スウェーデン関係者と進捗状況報告や

各々のリビングラボで得られた知見を相互学習するための会合を実施するとともに、

ENoLL（世界最大のリビングラボネットワーク）との連携を強化し、国際連携型リビング

ラボ構築に向けた基礎づくりを推進する。また、スウェーデン側も ENoLL との連携を通じ

て、リビングラボの機能、特長等を整理し、共創を促すプロセス（コミュニティデザイン

やマルチステークホルダーによる協働の手法）を開発しながら、地域の実情に合ったリビ

ングラボを構築する。 

3. 国際産学連携 日本―スウェーデン共同研究 本年度の実施概要 

４月にリビングラボを中心事業に据えた一般社団法人高齢社会共創センターを立ち上げ

鎌倉市（鎌倉市役所、今泉台町内会、NPO タウンサポート鎌倉今泉台の関係者及び住民）、

SMBC グループ及び高齢社会共創センター法人会員（＝企業）が参加する「鎌倉リビング

ラボ」の体制を確立した。 

鎌倉リビングラボでは、（A）生活者（住民・当事者）の課題やニーズ、（B）自治体の課

題やニーズ、（C）企業の要請を受ける形で企業の課題やニーズにもとづく活動を産官学民

のメンバーで展開した。具体的に（A）については「長寿社会にふさわしいワークスタイル

と住宅・地域環境の開発」、（B）については「IoT を利活用した鎌倉観光の複線化とシニア

活躍事業の開発」をテーマに、（C）については「新たな長寿社会向け商品サービス開発」

をテーマに、高齢社会共創センター会員の企業からの要請を受けながら複数の活動に取組

んだ。 

またスウェーデン側チームと「Skype」によるミーティングを継続しながら、活動の進

捗を共有するとともに、９月にはスウェーデン視察を実施した。 

 

 


